
191

弟7表 GraTll及び Fontis(Much)染色性に及ぼす

アセ トン , グロ ロフ./.:-ルム ('=%温)の影婁

臣 戸 宗 貢 ∃

絶括並びに考案

以上の成績を総括すれば､Gram 染色性に比 して FontとS染色性 (Much染色性 も大体同株 と考へ

て よい)は､頭身酸或は有機溶媒に より比較的簡革に失ほれると云- る｡ この成績と染色所見上の相異

とを併せ考-る時､Fontbs(Much)染色性 と Gram 染色性とは卑ずLも同一ではないと緒論する事

が許 されると思ふO この相異を起す原因を染色法の内に求めるならば､恐 らくは染色操作の相異では

な くて､脱色操作にあ り､Gram 法はアjt,コ-ルのみの脱色であるのに反 して､〉Much,FontとS法で

はアセ トン ･アル コ-ルで挽色する事が､か 1る.染色性の差異の原因ではなか らうか｡ 又進んで被染

色物質について相異を考-てみる時､FontとS,Much染色性は貞盛酸､ 有機溶媒で容易に失はれる事 よ

りして､Gram 陽性物質の存在のみでは､FontとS,Much陽性を示すものではな く､ これに虞に或種

の脂質の加はることによって､始めてアセ トン ･アル コ-ルの挽色に耐-て FontとS,Much陽性を示
す ものではなカゝ らうかo

FontとS,Much染色性 と抗酸性との問には関係はないと考- られるo

結 論

1) Gram 染色性は勇易酸､有機溶媒処理に旗抗するに反して､FontとS(Much)染色鹿は比較的容

易に失はれる0

2) FontとS(Much)染色性は Gram 染色性 とは異らた ものであり､ 恐 くは.Gram 陽性物質に

或種の脂質が結合することにより初めて成立すると考- られるo

(其 の2) 抗 菌 物 質 に 関 す る 研 究

Noeardiaの抗菌性 に関する研究

上 坂 一 郎

鐘24回日本細菌学会に発表予定 (N'FI'和26年)

第7報 本抗菌物質及びStrel,)tolnyCinのPal)erChromatographyに就 {

始めStreptomycinのPaper■chromatography(P.Cと略す)を検討 した結果.攻の様な成績を得た｡

(1) 溶媒 としては NH4Cl水或は NaCl水は適当 でな く3,90/NH4Cl水に酒晴を等量に混和 し

た ものが よレ､o
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C2) 被検菌とレ亡は枯草菌を用払ると阻止帯が判然とする｡

(3十 滋紙を破線菌含有寒天平板に貼布して1時間迄は共催放置しても差棄ないが､1夜放置すると

謎紙面下の菌の発育を阻碍して､結果が判然としなくなるO 又10分以下では全面に菌の発育を許すO

(4)Streptomycinの濃度は100γ/ml､56γ/ml､33γ/mi の何れでもよいO

(5)Streptomycinの Rfは0.76であったo

攻で本抗菌物質 (粗製塩硬塩)の P･C･を Streptomycinの夫と同様の方法で行った処 Rf-0･30を

得た｡ ー
(7)

前年報告した点 (菌株､培養洩液の抗菌性､抽出法､精製法)及び上記P.C.によるRf慣等 より見て

本坑薗物質は従釆発表された抗菌物質の何れにも属さない事が認められるO 倣って新抗菌物質と認め

Neonocardinと命名する｡

第8報 Neonocardine)化学的研究
(り
前回に引続き粗製塩酸塩のクロマトグラフによる精製法を検討し､た｡ その結果粗製塩酸塩を純メタ
ノ-ルに.終解し.､其倦無処崖のアル ミナ塔に流し､究づ純メタノ-ルで展開し､色素及び抗菌力が滑

失してから4/100N塩酸メタノ-ルで展開すると､抗菌力の損失貴 も少く展開できる事を知った｡純メ

タノ-ル及び塩酸メタノ-ルの両分層共に色素及び抗菌力を有するが､抗菌力は明かに塩硬メタノ-

ル分層のjJ;が強いO鼓に Neonocardinは少く共2種の抗菌物質 より成る事が判明した｡この両者の何

れが前年報告した白色綜晶 (Streptomycinに準じて Chromatographを行って得た) に相当す るか

或は全然判別のものかは侍結晶性に得られない烏断定できない｡

攻に蘭体内に於ける抗菌物質含有の有無を槍する雷､菌体を洗確後乾燥し､蒸滑水､塩酸水､メタ

ノ-ル､塩酸メタノールによる抽出を行った処､審滑水抽拭に於て敦 も抗菌力が強かったo目下菌体

内抗菌物資の抽出法を検討し､夫と培養液内抗菌物質との異同を検討中である0

第9報 hJ即nO(3arditle)結核菌に対する抗菌力

Neonocardinの結核菌に対する抗菌力を検する際に費 も困難を感じたのは､本抗菌物質を37oCに放
(I?-)

置すると1夜で抗菌力が激浪する事であったo依って別報の如 く穣A･検討した結果､増羊翌 日･に抗菌力l
を測定出来る方法を考案する事が出来たので､本法を以て結核菌F株に対する抗菌力を換 したoI
即ち Kirchner培地に Neonoca_rdi'nを加-､F株を植え､37oCに放置する時､Kirchner培地に生

/3PI守する表面簡膜の有無を以て判定す は､培養20日後に2,048,000倍(Streptomycinでは4,096,000倍)

45日後に1,024,000倍 (Streptomycinでは2,048,000倍)であったのに対して､上記の如 く培養翌日に

測定する方法では Neonocardin,Streptomycin共に640万倍の抗菌力を示したo
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